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1.計画の目的 

嶺南地域の公共交通は、地域交通の基軸となる JR 小浜線をはじめ、民間の路線バス、概ね各市町

内を運行するコミュニティバス、乗合タクシー等がありますが、近年の人口減少やクルマ志向が高い

ことなどにより、利用者は減少しています。一方、クルマを運転できない高齢者や中高生等の日々の

移動手段として、公共交通の重要性はますます高まっており、地域の移動手段として、将来にわたっ

て持続可能な交通ネットワークを構築する必要があります。また、令和５年春には北陸新幹線敦賀開

業を控えており、地域の軸となる小浜線の各駅を二次交通の拠点として、その開業効果を地域全体に

波及させることが重要です。さらに、小浜・京都ルートによる全線開業についても視野に入れ、拠点

となる新幹線駅を広域的な核として、今後の地域の公共交通網の充実について検討していくことが

必要です。 

このような状況の中、交通政策に関する基本理念やその実現に向けた施策、国や地方公共団体の果

たすべき役割などを定めた交通政策基本法が平成 25 年に策定され、平成 26 年に改正された「地域

公共交通の活性化及び再生に関する法律」により、地方公共団体が公共交通事業者や住民と連携しつ

つ、マスタープランとなる「地域公共交通網形成計画」を策定することができるようになりました。 

当地域では、これまで、各市町が総合計画等や関連計画を策定し、それぞれの目標および計画に基

づき、公共交通への取組みを行ってきましたが、今後、嶺南地域全体をとらえ、住民の日々の外出の

支援や、観光振興に貢献する公共交通サービスを考えていく必要があります。 

また、経済・社会・環境の課題を統合的に解決することをめざすＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

への取組みが各地で始まっています。ＳＤＧｓの基本理念を共通認識としてとらえることが重要で

す。 

これらをふまえ、地域、公共交通に関する現状や住民・利用者の状況等を把握したうえで、住民、

利用者、公共交通事業者、行政等が連携しながら取り組めるよう、嶺南地域全体の公共交通に関する

今後の目標や取組みの方向性を示す計画として、「嶺南地域公共交通網形成計画」を策定します。 
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2.計画の位置づけ 

「嶺南地域公共交通網形成計画」は、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づく法

定計画であり、地域、公共交通、住民・利用者等の現状をふまえるとともに、各市町におけるまちづ

くりの計画や取組み等との連携を図りながら、嶺南地域全体としての公共交通の今後の目標や取組

みの方向性を示す計画です。 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 

 

3.計画の区域 

本計画は、嶺南地域全域を対象とします。 

 

 

 

4.計画の期間 

計画期間は、令和２年度から令和６年度までの５年間とします。 

 

 

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律 

地域全体としての 

公共交通の今後の目標や 

取組みの方向性 

地域、公共交通、住民・利用者等の現状 

県や市町等のまちづくりの計画、取組み等 

・総合計画、総合戦略等 

・都市づくり関連計画 
・観光振興関連計画 
・福祉関連 
・環境関連 
・健康増進関連 等 

この計画を受け、今後、

具体的な検討・取組みを

行います。 

嶺南地域公共交通網形成計画 


